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１）対象者 ; 研究開始前に保護者に対して本研究の趣旨 
と内容説明を口頭と文書にて行い、同意の得られた岡山県
内 M 幼稚園の年中組（4～5 歳）幼児 67 名とその保護者と
した。 
*1 美作大学 *2 美作大学学生 
 
２）期 間 ；平成 20年 9月～11月 





























   
 
  
































１）アンケート結果                             
①食教育前アンケート：（回収率 100％、有効回答 67枚） 
事前のアンケートでは、幼児の咀嚼力に関して“よく噛
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図２ 咀嚼力判定ガムの色調変化 図 2 食教育前アンケート： 
保護者の目から見た幼児の咀嚼力 




図 4 食教育前アンケート： 
家庭以外からの指導について 














                 
 
       






















               
 
 























































後 1 との間で有意差（p 値＝0.002683）を確認した。しか
し、食育後 2 では食育後 1 に比べ有意な低下（p 値＝













図９ 咀嚼判定ガム a*測定平均値の経時的変化 
（**ｐ<0.01） 
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